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＜４月６日（水）＞西地協会議室 

「幡多の産業振興について」 
講師： 橋本龍也 さん 県産業振興推進部 

（地域支援企画員：幡多地域総括） 
 
ご存知の方もおいでになると思いますが、県の産業振興計画は平成２１年にスタートし、現

在「第二期産業振興計画」が進行中とのことです。 

 これまでの取り組みの成果としては、一次産品への付加価値の推進とともに、地産外商の取

り組みが進み、それと並行して地域のネットワークづくりが進んだ。 

＜幡多地域での具体的な取り組み成果＞ 

農産物の生産地としての確立 

ユズ（生産量/ｔ） Ｈ２２（７４ｔ）     → Ｈ２７（１５０ｔ） 

直七（生産量/ｔ） Ｈ２２（２１ｔ）     → Ｈ２６（１３０ｔ） 

 洋ラン（売上高/千円） Ｈ２３（８５,１９７千円）→ Ｈ２７（１１０,０００千円） 

宿毛湾で水揚げされた活魚、養殖魚の活用促進 

 カツオ等加工（売上高/千円） Ｈ２２（８,０００千円）  → Ｈ２６（１３０,２１６千円） 

 タイ等の宿毛湾産魚加工（売上高/千円） Ｈ２２（１４０,０００千円）→ Ｈ２６（２７０,２５３千円） 

 養殖ブリ加工（売上高/千円） 新規 Ｈ２７（５４,０００千円） 

地域資源を活かした農水産加工品の誕生 

 土佐備長炭（販売量/ｔ） Ｈ２３（１６.９t）    → Ｈ２６（７５.７t） 

 宗田節の加工品（売上高/千円） Ｈ２４（２２,０００千円）→ Ｈ２７（４８,０００千円） 

 苺を活用した加工品（売上高/千円） Ｈ２２（４４,０９０千円）→ Ｈ２７（５５,０００千円） 

 グルメ缶詰（売上高/千円） Ｈ２６（１３,０００千円）→ Ｈ２７（２５,０００千円） 

 キビナゴ等の加工品（販売数/袋） Ｈ２２（５.３万袋）   → Ｈ２７（１３.７万袋） 

広域観光ネットワークと受け皿づくりの推奨 

 体験メニューづくり（プログラム造成数） Ｈ２６（８１プログラム） 

 一般旅行体験（受入数/人） Ｈ２５（５,９４８人） → Ｈ２６（９,２３２人） 

地域における販売拠点の構築 

 なぶら 土佐佐賀（売上高/千円） 新規 Ｈ２６（１１８,６５８千円） 

 ふれあいパーク大月（売上高/億円） Ｈ２２（１.６９億円） → Ｈ２６（１.８６億円） 

このように具体的な成果も出ていますが、今後の課題としては、更なる「生産規模の拡大」

や「地域間の協力体制の強化」そして「産業を担う人材育成」などがあり、雇用創出を念頭

に置いた継続した取り組みが必要とのことでした。 

 人口減少が地域経済に大きく影を落としており、アベノミクス効果も期待できない現状を

考えると少々気が滅入ってきますが、私たちも何か出来ることから頑張らねば・・ 

・・・・・・・・・・ 次頁に続く 

色々な組織やクラブに参加している方も多いと思いますが、何か面白い話や、イベントの広報などがあればお知ら
せ下さい。皆さんからの、投稿をお待ちしています。 
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幹事会での「学習会」のご報告 
（皆さんの、ご参加をお待ちしています！） 

TEL:34-9191
http://www.irasuton.com/2013/03/blog-post_3146.html


＜５月１１日（水）＞西地協会議室 

「日中文化の違いについて」 

講師：田
でん

 小 嬌
しょうきょう

さん（四万十市国際交流員） 

中国語：ヒェン・シャオ・チャオ？ 

（私にはこう聞こえました） 
 

田さんは、蘇州夜曲（講演の中で流してくれ 

ました）でも有名な蘇州出身で、去年の４月に 

四万十市に来られたとのことで、蘇州から高松 

までは飛行機で２時間と近いが、高松からが 

チョッと・・・と、流調な日本語で自己紹介をしながら笑っていました。 

蘇州は、水郷風景が多く、約２００か所の庭園がありその内９か所が世界

遺産に登録されているとのことで、気候も四万十市と緯度がほぼ同じなので

気候も変わらないとのことでした。 

 

〈文化の違いについて〉 

○お礼への考え方 

 何かご馳走になったとき、日本も中国もその時点でお礼を言うのは同じだが、翌日逢った

とき日本では再びお礼を言うが、中国で言う人は少ない。 

理由：何回もお礼を言うことは、よそよそしいと感じてしまうとのこと。 

友達なら当たり前で、感謝を忘れているわけではない。 

○料理の食べ残し 

 日本：作ってくれた方への感謝の気持ちで全部食べ切るのが礼儀 

中国：食べ切ると、料理が足りなかったのではとの考えで、実際食べ切れないほどの料理

が出てくるとのことです。但し、レストラン等＝持ち帰る（もったいない） 

○料理の作り方 

 日本：刺身・野菜サラダ・生卵（世界でも日本だけ）など生の食べ物が多い。 

 中国：野菜：炒めてたべるもの。魚：淡水魚が多く生臭い（油で揚げる・煮込む・スープ） 

○割り勘 

 日本：友人等で飲むとき割り勘が多い。（相手が女性であれば、年配者は支払う？） 

 中国：一人が払い、次はだれだれとなる。特にカップルではありえない。 

○学校教育 

項 目 日    本 中  国 

新学期 ４月 ９月 

制 服 小中高 視察などの特別な日だけ（ジャージ） 

大学入学試験 学校別 全国統一（６月７日～９日）で問題は省別 

寮 余りない 全寮制が多い 

部 活 有り 無し（夜間授業もあるため、勉強時間も長い） 

恋 愛 自由 大学までは禁止（ばれると大変なことになる） 

昼寝の習慣  習慣では無い  小、中、高あり（幼稚園から職場でも有る） 

○あいさつ 

 中国：こんにちは＝ニーハオだが、友達同士では殆ど使わない。ごはん食べた？どこへ行 

くの？が一般的とのことでした。 

    ・・・おたがいの文化の違いを理解し、仲良くなれば良いですね。・・・ 
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